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「スマート東京」の実現に向けた歩み
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「スマート東京」の実現を目標に掲げ施策を展開



2050年の未来社会像（「2050東京戦略」より）



「つながる東京」の全体方針（「『つながる東京』 展開方針」より）



多様な通信手段を複合的に活用し、いつでも、誰でも、どこでも、何があっても、
「つながる東京」を着実に推進

いつでも だれでも どこでも 何が
あっても

衛星通信

４Ｇ・５Ｇ 公衆Ｗｉ-Ｆｉ

海底ケーブル
• 主に通信事業者の幹線や企業への引込線
• オフィスや自宅等、屋内での通信のベースとして活用光ファイバー

通信困難地域

島しょ部、山間部、海上等の通信困難地域へ活用

‣高周波数帯５G（sub6、ミリ波）の
「重点整備エリア」を定め、集中的に整備を促進

光回線

モバイル
インター
ネット
回線

２
層

１
層 離島の通信を支える基盤

衛星通信
回線

３
層

• 安全・無料の国際規格であるOpenRoaming対応
Wi-Fiを、都内全体へ拡大
災害発生時の通信確保としても重要

衛星通信
Wi-Fi スマートポール ミリ波 船舶における通信の確保

sub6４Ｇ転用型

「つながる東京」の全体像（「『つながる東京』 展開方針」より）



テクノロジーの活用 ～東京データプラットフォーム（TDPF）～



内水浸水シミュレーション
（調布市）

能登半島地震発災前後比較

高潮浸水想定区域図
（都港湾局）

テクノロジーの活用 ～デジタルツイン～
東京デジタルツインプロジェクトでは、 都市をサイバー空間上に再現し、防災・減災・復興支援
等の取組に活用



テクノロジーの活用 ～デジタルツイン、AI～

デジタルツイン3 Dビューア

○ 東京デジタルツイン３Dビューアに搭載されている様々なデータを重ね合わせることで、
都市の状況を包括的に把握

○ 気象データ等のAI解析により、水門操作を支援

A Iを活用した高潮時の水位の予測



東京都公式アプリ（東京アプリ）



ご清聴ありがとうございました。
東京2050戦略
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